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的には、「Introducing your PE experiences in 
English」、「Japanese Sports : A Historyの翻訳
と輪読」、「英字新聞のスポーツ・文化欄を読
む」、「スポーツエコロジー＆外国語」「Watching 






























必 修 科 目 選 択 科 目










前 総合英語Ｂ（同上） １ 英会話Ａ 2



































































































































































































































体　育 体育以外 計 体　育 体育以外 計
全体
レベル１ 50 40 90 28 . 8 3 1 . 4 3 0 . 0
レベル２ 61 51 112 39 . 1 4 0 . 6 3 9 . 8
レベル３ 136 115 251 50 . 6 5 2 . 1 5 1 . 3
レベル４ 46 46 92 63 . 5 6 4 . 5 6 4 . 0
レベル５ 39 37 76 75 . 4 7 7 . 5 7 6 . 5
合計 332 289 621 49 . 9 5 2 . 4 5 1 . 1
体　　育 体育以外 合　　計
秀 優 良 可 不可 秀 優 良 可 不可 秀 優 良 可 不可
利用率
レベル１ 100.0 30.0 8.3 0.0 0.0 0.0 15.3 11.1 0.0 0.0 100.0 23.2 9.5 0.0 0.0
レベル２ 100.0 29.2 9.1 0.0 0.0 100.0 62.8 36.1 0.0 20.0 100.0 44.7 21.2 0.0 11.1
レベル３ 100.0 68.4 39.5 35.3 0.0 100.0 50.0 11.5 40.0 0.0 100.0 61.5 24.2 37.5 0.0
レベル４ 100.0 57.9 26.6 50.0 0.0 100.0 60.0 21.4 0.0 0.0 100.0 59.1 24.1 33.3 0.0
レベル５ 100.0 46.1 41.6 0.0 100.0 100.0 73.3 45.4 0.0 33.3 100.0 60.7 43.5 0.0 50.0

















































































































































































































































































































































にした。Japan Times の web 版で2016．12.31
～2017.1．6に6回連続で連載されたNew Year’
s series examining how Japan is preparing for 












































た New Year’s series examining how Japan 
is preparing for 2020 Tokyo Olympics and 
Paralympicsから選んだ。内容がすべてスポー
ツに関するものであり、同時に予算やオリンピッ
クやパラリンピックの歴史、日本が期待してい
ること、障害者の参加に関することなど多様な
観点に触れているので興味を持ちやすいのでは
ないかと考えた。
　②については、レベル5で述べた「誤審のス
ポーツ史」を活用した。意図も同様である。
　③については、英文を単文で理解するだけで
なく、まとまった英文を読む機会がこのレベル
には必要と考えて構成した。内容は学生が興味
を持つように、スポーツや健康に関するものと
した。出典はVOAのweb版Learning English
を読みやすく改訂したもののうち2016.12.26～
2017.6.15を使用した。介護や医療用のロボット
の開発、チェルノブイリ原発事故の跡地利用、
健康と睡眠の関係、インターネットを使った手
術、刑務所内の更生のための職業訓練などを取
り上げた。
〇　［レベル7］
　レベル7に関するクラスの学習内容・目標は
「英検準１級レベル（TOEFL iBT 87～109）の英
文法を修得する」ことである。従ってその目標
に沿った内容の教材を作成することが求められ
た。教材は様々なスポーツのテーマに沿って、
１回目から12回目まで学習する。教材の内容は
3つに分かれている。スポーツ関連の記事・英検
準１級の問題・TOEICの問題である。学生はス
ポーツを教材とした英語の記事から英検準１級
レベルの英文法を修得する。学生には教材の内
容を把握できるよう事前に予習プリントを配布
する。予習をしてきた事で確認テストの結果に
影響も出た。上級レベルの事もあって、内容が
それなりに深く専門用語の英単語・熟語が多い
内容の記事になっている。予習してきた学生、
予習が出来なかった学生に内容を適切な時間内
でどれだけ理解させられるかが大事な目標と課
題であった。授業全体として充分な時間を確保
し、より良く教材の内容を理解できるように様々
な工夫をした。授業開始前には拡大した予習記
事を分かりやすく赤、黄色、青でハイライトす
る。スポーツイディオム・熟語、句動詞には特に
ハイライトをする。その他下線を引いた記事に
関連する重要なスポーツの専門用語にも注目さ
せる。記事のハイライトを分かりやすく英単語
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から日本語訳を説明する。さらに英文の記事か
らポイントになる英文法を分かりやすく日本訳
で説明する。授業の全体の45分のうち30分はイ
ンフォメーションギャップを埋める作業になる。
学生は予習してきた内容を確認しながら、記事
に関するハイライトを元に確認テスト20分前に
最終確認をする。確認テストに与えられている
時間は記事の内容により5～7分確保する。テス
ト終了後確認テスト、解答用紙、マークシート
を提出し授業全体を終える。学生には事前に次
の授業の予習課題のプリントを配布する。
ⅲ　授業担当の立場
〇　教員Ⅰ
　初年度の「総合英語Ａ」ではレベル3の教材
を使用した。翌年前期の「総合英語Ｂ」ではレ
ベル４の教材を使用した。また後期の総合英語
Ｃではレベル3の教材を使用した。レベル3のク
ラスは「英検4級レベルの基礎的英文法を修得
する」ことが学習内容・目標であり、レベル４
のクラスは「英検3級レベルの基礎的英文法を
修得する」ことが学習内容・目標である。プレ
イスメント・テストを実施したことにより、対
象学生のレベル分けが為された結果、ほぼ同レ
ベルの学生を対象とすることになり、授業を担
当する立場として、授業運営がやり易くなった
ことはこのカリキュラムの長所として挙げるこ
とができる。私が担当した学生は、本学の中
では英語について少しの知識は持っているもの
の多少の苦手意識を持った中間層の学生といっ
てよいかと思う。英語の必要性について意識し
ている学生も中にはいるが、英語以外の事柄に
関心を持っている学生が大半である。その状
況の中で、45分という短い時間で英文法の特定
のテーマについて集中的に学習する方法は、従
来の90分単位の授業よりも学生にとって集中力
の持続という観点から有意義であったと思われ
る。担当したレベルと教材に関しても学生たち
は教材の内容に十分ついてこれたと思う。
　総合英語Ｃ（レベル3）での担当学生は、英
語についての苦手意識が極めて強い学生であ
る。しかし「英検4級レベルの基礎的英文法を
修得する」ことが目標であるレベル3教材につ
いて、時々「難しい」といった発言が聞かれた
が、何とかついてこれた学生が大半であった（受
講生合計85名中71名が単位を修得した。修得で
きなかった学生14名中、11名は欠席日数が理由
であった）。総合英語Ａ（レベル１）と総合英
語Ｂ（レベル２）での学習が功を奏した結果で
あるものと思われる。45分の授業時間はおおよ
そ、その日のテーマの説明と練習に30分、確認
テストに10分、採点とマークシート記入に5分
という構成になる。まず担当者自身がその時間
構成に慣れる必要があり、時には時間を超過す
る場合もあった。学生は回を重ねるごとにその
時間構成に慣れて行き、概ね45分間を集中して
授業に取り組んでくれた。一方、タイトな時間
的制約のため、テーマに関する脱線した話をし
たり、学生自身が自ら解答を発見するのを待っ
ている余裕がないという側面があることは否め
ない。また、毎回のテーマは事前にシラバスや
初回の授業のオリエンテーションで示している
が、学生がその日のテーマに関して事前に予習
をしている様子は残念ながらあまり見られな
かった。自分が既に持っている文法書や参考書
でよいから、その日のテーマについて必ず予習
するように促す必要があるものと思われる。ま
た、予習をしないのは、その日のテーマに関す
る教材を当日配布していたのがその原因の一つ
とも思われる。次回のテーマの教材を前の週に
配布し、予習をするように促すことが打開策の
一つと考えられる。
〇　教員Ⅱ　（レベル1・レベル6）
［レベル分けは妥当か］
　私はレベル1とレベル6の授業を担当したので、
その経験をもとに述べていく。
　レベル1においては、英語に関して苦手意識
の強い学生が多く、特に始めの回のころは学修
に興味が持てないような学生が多く見られた。
学修が進むにつれて、授業の進め方が理解され
て、課題については意欲的に取り組む学生が増
えた印象である。スポーツをやってきているだ
けに、課題がはっきりすると取り組みも良くな
るようである。基礎的な単語や表現から学べる
ようにしたため、英語の得意でない学生にも比
体育系大学における英語教育の新しい試み
51
較的取組みやすかったように見えた。一方で、
出席率を見ると、英語の学修自体には苦手意識
が強く、あまり良好とはいえない回もあった。
全体を振り返ると、レベル分けと教材の内容は
適切であったように思う。レベル6においては、
英語の苦手意識の強い学生はあまり多くなく、
全体として予習に取り組む学生が見られた。し
かし、数は多くはないが苦手意識の強い学生も
おり、できればもっと下のレベルで学修を行い
たいと申し出る学生もいた。そもそも、英語を
学修するために本学に入学する学生はいないと
考えられるので、全体としては教師が学修をしっ
かりさせ英語力を高めるという印象が強い。一
方では、学修をした分英語力が付くのも事実で
あり、学生は「学期の初めより力が付いた」と
述べる学生もいた。毎時間学生に指名し予習し
てきた訳を答えさせるので、教師の解説に熱心
に耳を傾ける者が多かった。（総合英語Ｃより
総合英語Ｂの時の方が、予習者は多かった）授
業中にうなずきながら聞いている場面もあり、
例文の選定が良かったように感じた。また、教
師の訳より日本語としてこなれた訳を答える学
生もおり、教える側にも興味深い授業となっ
た。更に、VOAの記事については、英文がそ
れほど難しくなく内容の選定も良かったのか、
興味を持つ学生が見られた。一方、文法理解に
ついていえば、関係代名詞などをすべて制限用
法にして訳してしまうことや分詞構文の訳し方
がぎこちないなどの特徴も感じられた。更に、
単文と複文が組み合わされた文や複文と複文が
組み合わされた文、修飾の多い文などの複雑な
文は、理解が難しいということも分かった。こ
のレベルの学生には、単語やイディオムを、辞
書などを使って調べることにより自学で力を伸
ばすことができる学力が付いていると思われる
ので、習熟度に合ったクラス編成をしたのは学
生にとって有意義であったと思う。
［確認テストの妥当性について］
　どちらのレベルでも予習してくれば授業の理
解が深まり、学修した課題について問うテスト
になっているので、結果がはっきりと出るため、
集中して授業に取り組むようになった。確認テ
ストの妥当性は高いし、予習→確認→解説→確
認テストという学修のサイクルも有効に機能し
ていると思われる。
［全体としてのクラスを教えての感想］
　レベル１とレベル6というかなり違ったレベ
ルの学生に授業をしていると、学生の習熟度や
意欲、必要感をきちんと踏まえて教師が学修の
要求をすることが大切だと感じている。そもそ
も英語を学修することを願って入学してきてい
ない学生に、いかに必要性と有用性を感じさせ
るかがカギとなるように感じる。例えば、各種
の英語資格への取得意欲という点で見ると、一
番上のレベルのクラスは資格取得に「やや関心
がある」と「関心がある」を合わせると、74名
中43名が意欲を示している。しかし、二番目の
レベルのクラスでは、81名中27名が意欲を示し
ているのみである。一例を挙げたが、この他に
も学生との会話などを通してみてみると、学生
個々人の意欲や必要感はかなり違っている。な
お、レベル6の授業では、全ての教材を授業で
取り上げることが難しく、英文の解説に多くの
時間を費やした。教材をすべてやりきることよ
り、英文を理解する力をつけることを優先し、
自学自習に取り組める道筋をつけることに力を
注いだ。全体としてみると、習熟度別にクラス
編成したことは、学生にとって非常に有効だっ
たと思うし、私たち教師にとっても、経験に照
らし合わせて教材や教え方の改善を今後とも積
み重ねていくことが大切であると思う。
〇　教員Ⅲ　（ネーティブ・スピーカー）
　レベル2の学生の主な焦点は、さまざまなス
ポーツのトピックからスポーツ関連の語彙を習
得することです。学生に提供され、教えられる
内容は、言語習得の4つの基本的な要素（読み、
書き、聞き、話す）の総合的能力の向上である。
クラスの管理は次のとおりです。学生は各自の
辞書を持参する必要があり、規制としてスマー
トフォンは授業開始前に電話を切るように指示
されています。その後今週の話題が議論され、
学生は次の45分間の全体的な期待について話を
聞く。授業外課題である語学学習システムを積
朴澤　泰治ほか
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極的に活用するように毎回告知する。学生は仙
台大学のポータルサイトにアクセスして語学学
習システムを通してオンラインで整理された問
題を解決するときにマイル・ポイントを獲得し
ます。 語学学習システムから獲得したマイル・
ポイントは15回分の科目の確認テストのポイン
トと加算される。
　授業構成は次のとおりです。学生は最初の12
分間、週のトピックに関する資料を読み辞書を
使って読解する。学生は英語から日本語に、慣
用句、スポーツ用語、および様々なスポーツの
中で、ならびに日常生活の中で使用される句か
ら10問の文を翻訳する必要があります。次の8
分間は全体の問題の中から半分、私の方から英
語と日本語で学生に文を読み聞かせ、文の説明
をする。学生は読み上げられたこれらの文章を
自分の答えと比較して、インフォメーション・
ギャップがあるか確認しながら話を聞く。その
後学生は問題練習の解答用紙を受け取り、資料
からの情報のギャップを比較して記入します。
次の5分は、学生が日本語でスポーツ記事を読
み、その記事にある10の重要な用語を記入し、
それらを日本語から英語に翻訳するために割り
当てられます。次の3分間は、これら10の重要
な用語を読み、説明し、学生が情報のギャップ
を埋めるために割り当てられます。最後に確認
テストを行います。テストには3～5分間掛かり
ます。テストは交換され、提供された解答用紙
を使用して、隣に座っている学生によって採点
されます。最後に、テスト結果をマークシート
に記入します。確認テスト、解答用紙、マーク
シートを提出し授業全体を終えます。
　レベル7の学生が焦点を当てている分野は、
主に英語と日本語の記事から「英検準1級レ
ベルの英文法を修得する（TOEFL iBT 87～
109）」ことです。学生に提供され、教えられる
内容は、言語習得の4つの基本的な要素（読み、
書き、聞き、話す）の総合的能力の向上である。
クラスの管理は次のとおりです。学生は各自の
辞書を持参する必要があり、規制としてスマー
トフォンは授業開始前に電話を切るように指示
されています。その後今週の話題を議論され、
学生は次の45分間の全体的な期待について話を
聞く。授業外課題である語学学習システムを積
極的に活用するように毎回告知する。学生は仙
台大学のポータルサイトにアクセスして語学学
習システムを通してオンラインで整理された問
題を解決するときにマイル・ポイントを獲得し
ます。 語学学習システムから獲得したマイル・
ポイントは15回分の科目の確認テストのポイン
トと加算される。授業構成は次のとおりです。
上級レベルに基づいて、学生はスポーツ・健康、
および独自のトピックに関する記事を事前に予
習する必要があります。それぞれの記事を前以
て予習する事によって、学生が授業にスムーズ
に専念出来る事が狙いである。担当教員は学生
が全体的な内容をよりよく理解して準備するの
を手助けします。授業開始前には拡大した資料
を分かりやすくハイライトする。例えば下線を
引いた記事に関連する重要なスポーツの専門用
語を下線したり、熟語・句動詞に関しては色別
にハイライトをする。授業の最初の5分は、学
生がこの拡大された記事を確認しながら予習用
の資料に下線とハイライトをする。次に担当教
員が5分間、記事を読み上げます。読み終わっ
た後、記事のハイライトされた内容と文法のポ
イントに注目しながら肝心なポイントを学生に
日本語で説明しながら学生は20分間メモを取る
ことになっています。次の5分間は、学生にイ
ンフォメーションギャップがあるかをノートで
確認し、テスト前に準備として記事に関する質
問の時間を設ける。
　テストの内訳は以下のとおりである。テスト
に与えられている時間は5～7分。終了後、テス
トは交換され、提供された解答用紙を使用して、
隣に座っている学生によって採点されます。最
後に、テスト結果をマークシートに記入した後、
確認テスト、解答用紙、マークシートを提出し
授業全体を終えます。学生には事前に次の授業
の予習課題のプリントを配布する。
　総合英語Cレベル７の担当教員として教材作
成の立場を振り返るとしたら反省すべき部分も
ある。上級レベルである以上学生には出来るだ
け英文の記事を全体的に理解してもらいたかっ
た。45分という時間の中で学生は良く内容深い
記事を30分以内で纏めようとしていた様子を感
体育系大学における英語教育の新しい試み
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じた。記事の中身がかなり多い内容で無理な部
分も多少あったが、上級生として当たり前だと
思った。授業の担当者として記事全体としての
説明と内容は欠かせなかった。記事を省略する
ことにすると、記事全体的のメッセージが失わ
れるからだ。学生にはそのせいで負担をかけた
のはまちがいない。修正をしながらより分かり
やすく学習をサポートしていきたい。
〇　教員Ⅳ　（非常勤）
　レベル4のクラス編成、レベル分けについては、
概ね適切であると感じました。基礎的な文法の
説明が中心でしたが、ほとんどの学生が授業に
集中し、確認テストに取り組んでいました。ま
た、基礎から文法をもっと勉強したいという学
生が何名かいました。レベル2のクラス編成、
レベル分けについては、特に問題ありませんで
した。確認テストについては、基礎的なことが
わからず並べ替えや記述問題に苦労した学生も
いましたが、概ね授業を真面目に受けて合格点
を取っていました。レベル5は、英文の分量が
多く、また複雑な英文が多かったため、クラス
にとっては授業時間内に訳を完了させるのはか
なり厳しかったです。文法事項も時間がたりず
授業中にきちんと説明できなかったため、確認
テストのため模範解答を暗記するだけという学
生もいました。英文の内容（記事の内容）につ
いては、オリンピック関連ということで、皆非
常に関心をもっていたようです。
　レベル分けの妥当性に関しては、1，2名下の
クラスへ移動したいと希望する学生がいました
が、実際はついていけないということはありま
せんでした。教材が難化していくと、同じクラ
ス内でも英語の読解力に差が生じ、単語がわかっ
ても英文を和訳できない学生が数名いました。
〇　教員Ⅴ　（非常勤　レベル3・レベル4）
　クラス編成は，概ねレベルがあっており，英
検4級程度の学習内容を消化することができた。
授業態度も良かったが，体育学科専攻の方が他
の学科専攻学生よりモチベーションが高いと感
じた。レベル3に関して言えば，多少の英語の
実力差より，将来における英語の必要度や，学
生自身の生活の充実度などの要素の方が，英語
の学び直しにかける期待値や学習態度に結びつ
いていると感じた。ノートテイキングもよく出
来ていたクラスであった。次のステップに進む
と，学生は最初，レベルが4に上がったことに
戸惑っていた。半年英語を勉強しただけだから
レベルを上げてくれなくていいと話す学生もい
た。実際始まってみるとレベル3と4は、難易度
は大きく変わらず，レベル3で勉強した文法を
スパイラルに理解を深めていく，という私の説
明に納得してくれたようだった。ノートテイキ
ングは出来ないのか意欲がないのか理由は不明
だが，行う学生が前のクラスの半分くらいだっ
た。同じクラスの中で多少の学力差があるのは，
学生本人が自分のレベルに納得していれば，ク
ラス全体の雰囲気として悪くはなく，必ずしも
英語力が均一でなくても良いと考える。そうい
う意味でもレベル分けは妥当であったと思う。　
　確認テストは、基本的に直前の授業で勉強し
たばかりの内容が出題されるので，学生は授業
のポイントのつかみ方やテキストの読み込みの
要領を理解して，授業に集中することが出来
た。ただ，確認テストの難易度は毎回同じでは
なく，適語選択や正誤問題は易しく，語順並べ
替えや和文英訳に問題にはお手上げという学生
が一定数いた。確認テストの前に数分の暗記タ
イムがほしいという学生の要望には，ほぼこた
えられなかった。私の担当内容は，中高の文法
の学び直しであり，忘れていたり，理解しそび
れていたりしていた文法への気づきや，英語そ
のものの記憶の再生だった。しかし「あーそう
だったのか！」という学生の理解が，必ずしも
確認テストにそのまま反映されるとは限らない
こともあった。とはいえ，確認テストは最大公
約数的な理解確認の手段として必要であり，適
切だったと思う。学生も確認テストがあること
を肯定的に受け止めていた。このレベルの学生
は，基本的な力は持っているが，しばらく英語
学習から離れていたことで，基本文や単語を単
純に忘れている。しかし集中的な学習時間の確
保と反復練習があれば，英語の輪郭を思い出し，
文法を再構築できる。従って，「総合英語」の
履修により，学生の英語力は上がったと考える。
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　1年半担当させていただいた。テキスト作成
から確認テストの採点処理および出欠確認や評
価まで，専任教員にお世話になり，心より感謝
している。これまで3回の担当替えがあったが，
私はレベル3と4の担当となり，同じ教材を使う
ことで前回の反省を生かすことができ，結果的
にとても良かった。クラス編成が同じなら，担
当者は半年毎に変わる方が，担当者・学生とも
に新鮮だと思う。
〇　教員Ⅵ　（非常勤）
　レべル4とレべル5の教材のギャップについて
は2つの観点から考察してみたいと考えます。1
つは教材の種類で、もう一つは語彙レべルです。
一つ目の教材の種類については、レべル4では
確認テストを見る限りでは英作文の力をつけさ
せる内容となっております。そして私が2年間
担当させていただいたレべル5の内容は専ら英
文読解となっております。ここに学生がやや戸
惑う原因の一つがあるのではないでしょうか。
それではどうすればよいのか。そこで各レべル
の教材の流れをざっと見てみます。各レべルの
教材のねらいを考えるには、確認テストを見て
みるのがよいと思われます。なぜならば、それ
らのテストには学生にどういう英語の力をつけ
させたいのかが表れているからです。そういう
観点で見ていくと、レべル1は日本語から英語
への語彙力、レべル2は英語の語句から日本語
への語彙力と日本語から英語への語彙力、レべ
ル3は英文の完成、そしてレべル4はほとんど英
作文となっています。全体の流れは語レべルか
ら、句レべル、そして文レべルへという流れに
なっています。そしてレべル5でがらりと変わっ
て英文解釈となるわけです。しかしここで気が
付くことは、レべル2にだけ見られる、英語の
語句から日本語への変換という内容です。そし
てそのテスト内容に該当する教材を見てみると
英文読解に関わるものになっています。という
ことはこの部分を、語句のレべルを調整してレ
べル4にもってくればレべル5への「橋渡し」と
なるのではないでしょうか。またそうすればレ
べル4の前半分までは基礎的文法を学んで語彙
力や作文力をつけるという流れがすっきりして
くるのではないでしょうか。
　二つ目の語彙レべルについては、上記のこと
に鑑みれば、繰り返しになってしまいますが、
レべル4の後半分の英文読解の部分の語彙レべ
ルを、レべル5への「橋渡し」のレべルまで上
げれば、レべル5以降の学習につながっていく
のではないでしょうか。学生はレべル5の英文
のレべルにギャップを感じているようですから。
今のところこのようなことしか考察できません
が、やはり「教材は授業を支配」するものと考
えます。
ⅳ　ネーティブ・スピーカーの立場
　コンパクトサイズのキャンパスに約2500人の
学生が通う仙台大学は、国際交流の経験が豊富
な大学です。現在、アジア、ヨーロッパ、北
米、オセアニアと世界的に広がる協定校のネッ
トワークにより、海外の多くの学生とつながる
ことができます。第二言語、特に英語を習得し
た場合に得られる利点は、新しい友情、新しい
文化の習得、そして自分自身を再発見し、さら
に自分を磨く方法などを学ぶ機会が学生にはた
くさんあります。2017年度から新しい英語教育
「総合英語」が実施されたことで、1年生から3
年生まで学生英語の4技能である読む、書く、
聞く、話す4つの基本的な要素に基づいて効果
的な教育プログラムを受けることができます。
コンパクトな大学ながら、仙台大学には3人の
英語のネイティブ・スピーカーがおり、それぞ
れ日本で長年の経験を持ち、専門分野を英語で
教えてきました。同じ現場で3人ものネイティ
ブ・スピーカーがそれぞれ持ち味を出しながら
仕事がこなせる環境は中々、他の大学にあると
は思えません。仙台大学の学生は、英語のネイ
ティブ・スピーカーから貴重な人生経験を学ぶ
ことができます。私の見解では、「総合英語」
は効果的なプログラムで、あらゆるレベルの学
生に対応しています。全ての受講生は1年生と
してプレイスメント・テストを受け、テストの
結果を元に5つの異なるレベルで学生の割り当
てが決定されます。5つのレベルに準備された
クラスは6つで、各クラスは約20～25名の少人
数で構成されています。各レベルに割り当てら
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れた教員は、すべてのレベルで教える上で優れ
た経験と経歴を持っています。すなわち、学生
はあらゆるレベルで安心して授業を受けること
が出来るのです。「総合英語」は、必修科目と
しての3年間の間に、英語の4技能である読む、
書く、聞く、話す総合的能力を向上させるため
の新英語教育と言えます。英語のスキル向上に
つながる大事なポイントは、授業に取り込むト
ピックです。「総合英語」ではすべての授業で
スポーツ関連のトピックを実施することになっ
ています。スポーツ科学大学である仙台大学の
学生は、スポーツを題材としている教材に非常
に関心を持っているため、スポーツ関連のト
ピックが彼らをやる気にさせるのに役立ってい
ます。私はまた、授業全体の時間が教材に適し
ていると思います。学生にはレッスンの目標が
各クラスの初めに伝えられ、積極的に学びその
週の授業の目標を達成するために、与えられた
45分以内に課題に取り組むことになります。そ
の上で時間の管理も非常に重要です。アクティ
ブ・ラーニング学習アプローチでは、学生は45
分以内にその日のトピックに関連する英単語
や、コミュニケーションの基本的能力を習得し
ます。45分間、学生は継続して授業内容に必死
に取り込む時間構成は、限られた時間内で積極
的な英語学習を楽しくすることが「総合英語」
のポイントだと思います。
おわりに
　今後、新しい英語教育体系のうち、「総合英
語」が完成年度を迎える2019年前期の終了時点
で、統計的エビデンスを整理したものを第2報
として、また、新体系の対象学生1期生が選択
科目群の掉尾となる「就職のための英語」授業
の履修を終了した時点で、ＰＤＣＡサイクルの
視点からの自己評価・評価結果を第3報として、
それぞれ、世に問う予定であるが、本稿出稿時
点では、一応、想定している効果を齎すのでは
ないかと考えている。
　最後に、本稿作成に協力頂いた「総合英語」
の授業担当非常勤講師であられる宮野、志子
田、大曾根の各先生に謝辞を記して、第１報を
閉じる。
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